
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

自治体財政研究会では学生達が、「地域」に貢献する人

材への成長を目指し、活動しています。活動の中心は、

大学と自治体の連携協定のもとで 2017 年度より実施し

ている自治体職員の方々と共同研究です。海津市、神戸

町との共同研究をへて、2022 年 7 月より池田町職員の

方々との共同研究を開始しました。計 6 回の研究会とヒ

アリング調査を行ったうえで、2024 年 2 月22 日に池田

町の公民館大ホールにて、池田町長をはじめ、役職者の

ご出席のもと、学生たちが 90 分にわたって研究成果を

報告しました。池田町の財政や政策に関する現状分析の

結果を説明し、それをふまえた今後の具体的な政策のあ

り方を提案させていただきました。岡崎町長から、「財政

を分析することを通じて、自治体の政策をよく理解して

もらったと思う」「研究報告の内容を今後の町政に、ぜひ

活かしたい」というご講評を頂きました。自治体財政研

究会では、こうした財政に関する研究だけでなく、東海

財務局との連携に基づいて、高校生に財政を学ぶことを

通じて社会のあり方を考えてもらうことを目的とした、

「財政教育プログラム」も実施しています。そして、そ

の他にも自治体や NPO

のご協力を得て、ボラン

ティア活動や住民の

方々とのワークショッ

プにも参加しています。 

 

 
 

       中川 佳紀さん 

(公共政策学科4 年) 

私が公務員を目指したきっか

けは、生まれ育った地域に貢献し

たいという漠然とした思いでし

た。父と兄が公務員だったことも

あり、公務員の仕事内容ややりが

いを身近に感じたこともあるか

もしれません。 

 そういった思いを抱いて入学した大学での学びの中で最も

印象に残っているのは、フードロス問題についてです。演習

ではその問題について深く学び、問題解決のため、実際に食

糧支援活動に参加して、困っている人たちの声を聞くといっ

た活動を行いました。その活動を通して、自分達の取り組み

で、少しではあっても社会をよりよくできるという実感を得

ることができました。 

 一方、その思いだけでは公務員にはなれないことも分かっ

ていたため、公務員試験を突破するための努力も重ねまし

た。1 年生のうちはPAC 課外科目の数学、国語、英語に取り

組みました。その後、やるべきこと、やりたいことがたくさ

んある中で、勉強に集中できない期間も長くありましたが、

本番試験前の約半年間は１日約8 時間の勉強をほぼ毎日して

いました。面接、集団討論などの対策は、大学の先生や友

人、現職の公務員の方に添削や指導をしていただき、自信を

もって試験に臨むことができました。 

 4 月からは社会人になります、最初は分からないことばかり

で周りの人にも迷惑をかけるかもしれませんが、地域に貢献

できる一人前の社会人になれるよう努力します。 
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-池田町長に報告、2年間の共同研究- 



公務員の仕事って？ 
◂ ミニインターンシップ ▸ 

 

本学科には公務員志望の学生が多く在籍しているこ

とから、早めに公務の実態を学ぶ機会として、1 年次生

(約30 名)を対象にミニインターンシップに取り組んで

います。 

本年度は2024 年１月 10 日(水)に大垣市役所を訪れ

ました。大垣市では市制 100 周年記念施設とし

て基本理念を「市民の集う庁舎」に進めてき

た新市庁舎が完成 (供用開始 2020 年 1 月 6

日 )し、訪れた学生たちは新しい庁舎に感心の

声をあげていました。  

晴天に恵まれた当日、庁舎最上階(8 階)からの見晴ら

しを横目に学生たちは会場へ。若手職員 3 名による公

務の説明では、具体的な仕事の内容、やりがいや苦

労、エピソードなどを聞くことができました。 

市総合計画の概要、市による魅力発信の取り組み、少

子化が進む中での人口増加に向けた取り組みなど、職

員それぞれが所属する部局の業務内容を伺いました。

その後、学生から「公務員になるために大学生のうち

にやっておいたら良いことは?」と質問が出されると、

「パソコン操作に慣れる」「新聞を読み読解能力を習

得する」など、具体的な返答・アドバスをメモする学

生の姿がみられました。 

 

福祉を現場で学ぶ 
◂ ソーシャルワーク実習報告会 ▸ 

 

2023 年 12 月 20 日（水）、ソーシャルワーク実習報

告会が約20 名の参加を得て開催されました。 

報告した学生は3 年次生 5 名。実習先は社会福祉協議

会、福祉事務所、病院、障害者相談支援事業所などです。 

この実習は、社会福祉士国家資格の受験資格を得るた

めのもので、2021 年度に国の養成カリキュラムが変更

されました。これに基づいて学んだ学生たちが初めての

報告となります。学生たちは、それぞれが出向く福祉機

関・事業所の法的根拠、役割、業務内容など、多くの事

前学習をおこない、予備知識を備えたうえで現場に訪れ

ます。 

約一か月にわたる実習では、福祉サービス提供の仕組

み、初めて出会う利用者への理解と関係づくり、現場職

員の方々の思いやご苦労など、大学の座学だけでは実感

しにくい、リアルな学びを得られたようです。 

次年度に実習を予定している２年次生たちから、報告

者に活発な質問が出され、実習中の工夫や注意点ととも

に、後輩へのメッセージも伝えられました。 

また、実習先の職員(実習指導担当者)２名にご臨席い

ただくことができ、学生たちに温かいコメントをいただ

きました。 

毎年、取り組むソーシャルワーク実習では、学生たち

の見違えるような成長をみてとることができます。学生

たちも福祉現場への熱意を新たにしたようです。 

 

 
 

◇ ◆ ◇  追  記  ◇ ◆ ◇ 

 

2024 年元旦に最大震度 7 を記録した令和６年能登半

島地震により、犠牲となられた方々への哀悼とともに、

深くお悔やみ申し上げます。そして今なお余震が続く中、

被災された皆さま、大きな不安を抱えている皆さまに、

心よりお見舞い申し上げます。 

被災地内外で救援・支援活動にかかわる方々と同様、

被災された皆さまの安心・安全、当たり前の平穏な生活

が一日も早く戻ってくることを心よりお祈り申し上げ

ます。 


